(closed-curve mean streamline) was generated in all the cases of the room model. In the cases where the partitions were set in occupied space, mean velocity and the turbulent velocity became larger at the upper part of the cavity and the flow fields became laminar at the lower part of it.
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図 10 case8, 9, 10 の比較 図 12 case3, 6, 9 の比較
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I u'w'(case3) G u'w'(case6) S u'w'(case9) ライン、及び Z=500mm(X=0～1500mm)ラインにおける平均風速分布 の比較を示す。ライン位置は図 6(1)参照。天井面に沿って吹出口を設 置している case1, 2, 3 は X=750mm(Z=0～1000mm)ライン、及び Z=500mm(X=0～1500mm)ラインのいずれにおいても同様の分布とな っているが、床面で case2 の風速が大きく、case1 の風速が小さくなっ ている(図 8(1))。また、吹出口対向壁近傍では壁面に近づくにつれ case3 の風速勾配がおおきくなる傾向がある。左右両壁面付近では case2 の風速が大きくなっており、case2 が最も強い循環流を生じてい る(図 8(2))。また case4 は case1 を Z=500mm のラインで線対称した分 布となっている。 6-2-4. case5～7 の比較 図 9 に case5～7 の X=750mm(Z=0～1000mm) ライン、及び Z=500mm(X=0～1500mm)ラインにおける平均風速分布 の比較を示す。 居住域に障害物を設置した case5,6,7 では床面の 3 カ所 に吸込口を設置した case7 が天井面近傍で最も大きな風速となってお り、 室中央部(Z=500mm)では風向が大きく逆転している(U が正から負 へ、図 9(1))。Z=500mm(X=0～1500mm)ラインでは各ケース間に大き な相違は無いが、吹出口対向壁に近づくにつれ case7 の風速勾配が大 きくなっている(図 9(2))。 6-2-5. case8～10 の比較 図 10 に case8～10 の X=750mm (Z=0～1000 mm) ライン、及び Z=500mm(X=0～1500mm)ラインにおける平均風速分布 の比較を示す。 また図 11 に X=100mm, 750mm, 1400mm(Z=0～1000mm) における平均温度分布の比較を示す。平均風速の分布は等温の場合 (case1,内循環流が到達せず、風速 W 成分はほぼ 0 である。 6-3. 各種乱流統計量の分布 本研究では乱流統計量として 2 ' u 、 2 ' w 及 び Reynolds Stress( ' w ' u )を詳細に測定している。 6-3-1. case1～4 の比較 図 13 に case1～4 の X=750mm(Z=0～1000mm) ラ イ ン 、 及 び Z=500mm(X=0 ～ 1500mm) ラ イ ン に お け る 2 ' u 及 び Reynolds Stress ( ' w ' u )の比較を示す。 2 ' u は吹出噴流の到達域で値が 大きくなっている(吹出風速 Uin で無次元化した乱れの強さは 2%程 度)が、室中央部ではほぼ均一な分布(Uin の 1%程度)となっている(図 13(1)(2))。吹出噴流の到達域である天井面近傍で乱流エネルギ k を算 出すると(k=1/2･( 2 ' u + 2 ' w )、ここでは 2 ' v =0 と仮定 注 10) )、例えば case2 では k の最大値が 36 cm 2 /s 2 となる。Reynolds Stress ( ' w ' u )に着目する と風速変動成分と同様に吹出噴流到達域の壁面付近で値が大きくな っている(図 13(3)(4))。渦動粘性係数 t ν は風速勾配が明確な領域で見 積もりが可能であり( ) Z / U /( ' w ' u t ∂ ∂ − = ν )、例えば case2 では t ν の最 大値が約 400cm 2 /s で動粘性係数 ν の 1000 倍のオーダである( ν は 25℃ で約 0.16 cm 2 /s)。また k-εmodel による t ν の算出式 ( ε ⋅ = ν µ 2 t k C , µ C =0.09)を考慮すれば、k 及び t ν の値から乱流エネルギ散逸率εの 値を推定することが可能である。Case2 では、天井面近傍において 47,000 cm 2 /s 3 程度のオーダとなる。 6-3-2. case5～7 の比較 図 14 に case5～7 の X=750mm(Z=0～1000mm) ラ イ ン 、 及 び Z=500mm(X=0 ～ 1500mm) ラ イ ン に お け る 2 ' u 及 び Reynolds Stress( ' w ' u )の比較を示す。居住域に障害物を設置した case5,6,7 では case1～4 と比較し、風速変動( 2 ' u )の大きな領域が室上 部で広がっている。床面付近では 2 ' u は小さな値となっている。また 障害物で区切られた空間に対する出入り口となる Z=500mm ラインで は、 2 ' u の値にばらつきが大きく、複雑な流れとなっている(図 14(1) ～(2))。 空間全体で case7の風速変動が最も大きくなっている。 Reynolds Stress( ' w ' u )は吹出噴流到達域の壁面付近で値が大きくなっているが、 その他の領域ではほぼ 0 である(図 14(3)(4))。 6-3-3. case8～10 の比較 図 15 に case8～10 の X=750mm (Z=0～1000mm) ラ イ ン 、 及 び Z=500mm(X=0 ～ 1500mm) ラ イ ン に お け る 2 ' u 及 び Reynolds Stress ( ' w ' u )の比較を示す。 2 ' u の分布、Reynolds Stress( ' w ' u ) の分布共に等温の場合と同様に吹出噴流の到達域で値が大きくなる 傾向を示す(図 13(1)～(4)参照)。' u に関しては温度差を設けた場合にやや値が大きくなった。 記号および乱流統計量の定義式 X ：噴流の主流方向 αA ：隙間面積 Y ：横方向 Q ：換気量 m 3 /s Z ：鉛直方向 ρ ：空気密度 kg/m 3 U ：X 方向の平均風速 △p ：模型内外差圧 N/m 2 V ：Y 方向の平均風速 q ：汚染質の発生率[kg/s] W ：Z 方向の平均風速 △q ：汚染質の流入 flux[kg/s] u' ：X 方向の変動速度 α ：汚染質の再帰確率 (α<1) v' ：Y 方向の変動速度 g ：重力加速度 w' ：Z 方向の変動速度 ν ：動粘性係数 Uin ：吹出風速 (= 3 m/s) - ' w ' u ：レイノルズ応力 L 0 ：吹出スロット幅 (0.02 m) θ ∆ ：吹出･吸込口気流温度差 Re ：吹出レイノルズ数 (= Uin ･L 0 / ν ) Ar ：アルキメデス数 (= g β θ ∆ L 0 / Uin 2 ) k ：乱流エネルギ (= 1/2･(( 2 ' u + 2 ' v + 2 ' w )) ε ：乱流エネルギ散逸率 t ν ：渦動粘性係数(= ) Z / U /( ' w ' u ∂ ∂ − = ε ⋅ µ 2 k C ) (オーバーバーはアンサンブル平均値を示す。) 注 [1] Visitation
